
平成２３年度難病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業（肝炎関係研究分野） 
採択課題一覧 

研究代表者 所属施設 職名 研究課題名 

四柳 宏 東京大学医学部 感染症内科 准教授 集団生活の場における肝炎ウイルス感染予防ガイドラインの作成のため
の研究 

八橋 弘 国立病院機構長崎医療セン
ター 臨床研究センター 

部長 病態別の患者の実態把握のための調査および肝炎患者の病態に即した
相談に対応できる相談員育成のための研修プログラム策定に関する研究 

泉 並木 武蔵野赤十字病院 消化器内
科 

副院長 慢性肝炎・肝硬変・肝癌の病態解明と各病態および都市形態別で求めら
れる医療を考慮したクリティカルパスモデルの開発のための研究 

龍岡 資晃 学習院大学 法科大学院 教授 肝炎ウイルス感染者に対する偏見や差別の実態を把握し、その被害の防
止のためのガイドラインを作成するための研究 

渡辺 哲 東海大学医学部 教授 職域における慢性ウイルス性肝炎患者の実態調査とそれに基づく望まし
い配慮の在り方に関する研究  

相崎 英樹 国立感染症研究所 ウイルス第
二部 

室長 慢性ウイルス性肝疾患患者の情報収集の在り方等に関する研究 

田中 英夫 愛知県がんセンター研究所 疫
学・予防部 

室長 肝炎対策の状況を踏まえたウイルス性肝疾患患者数の動向予測に関す
る研究 

平尾 智広 香川大学 医学部公衆衛生学 教授 ウイルス性肝疾患に係る各種対策の医療経済評価に関する研究 

田尻 仁 大阪府立急性期・総合医療セン
ター 小児科 

部長 小児期のウイルス性肝炎に対する治療法の標準化に関する研究 

工藤 正俊 近畿大学 医学部 教授 慢性ウイルス性肝疾患の非侵襲的線化評価法の開発と臨床的有用性の
確立 

成松 久 独立行政法人産業技術総合研
究所 糖鎖医工学研究センター 

セン
ター長 

肝疾患病態指標血清マーカーの開発と迅速、簡便かつ安価な測定法の
実用化 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

